
 

  

 

  

 

「新型インフルエンザ対策について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講 師】 

自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学部門教授 

名誉世界保健機関（ ＷＨＯ ）西太平洋地域事務局長 

新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会委員長 

尾 身  茂  氏 

 

 



 

＊＊＊講師プロフィール＊＊＊ 

 

        尾身 茂  （おみ しげる） 

       自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学部門教授 

名誉世界保健機関（ＷＨＯ）西太平洋地域事務局長 

新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会委員長 

 

  略歴 

 

国  籍：   日  本 

生年月日：   １９４９年（昭和２４年）６月１１日 

 

学  歴： 

1967 – 1968:  American Field Service (AFS) 交換留学生としてアメリカ合衆国 

New York, Potsdam Central High Schoolに留学 

1969:   東京教育大学付属駒場高校卒業 

1969 - 1971:  慶応義塾大学法学部法律学科在籍 

1972:   自治医科大学入学（一期生） 

1978:   同大学卒業 

1978:   医師国家試験合格 

1990:   医学博士号取得（Ｂ型肝炎の分子生物学） 

 

職  歴： 

1978 - 1987:  東京都立墨東病院に於いて多科ローテート臨床研修修了後、伊豆七島を中心に 

僻地医療に従事．その間、東京都立広尾病院、外科勤務。 

 

1987 - 1989:  自治医科大学予防生態学教室助手 

          Ｂ型肝炎の分子生物学的疫学研究。 

 

1989 - 1990:  厚生省保険局医療課  

           全国の医療機関に対する適正な保険診療の指導及び監査担当。 

 

1990 – 1998:  ＷＨＯ西太平洋地域事務局  

         拡大予防接種計画課課長補佐（90-93） 

拡大予防接種計画課長（93-95） 

感染症対策部長（95-98） 

西太平洋地域事務局の小児麻痺根絶対策を統括。 

 



 

1998 ５月: 自治医科大学 公衆衛生学教授（～99年1月まで） 

 

1998 ９月: 第４９回ＷＨＯ西太平洋地域委員会において、第５代ＷＨＯ西太平洋地域事務局長に 

選出、翌年2月に就任（2004年2月、2期目に入る） 

        ＳＡＲＳ（重症急性呼吸器症候群）の制圧及び地域での結核対策などで陣頭指揮 

 

2009 ２月: 自治医科大学地域医療学センター公衆衛生学教授に就任 

名誉世界保健機関（ＷＨＯ）西太平洋地域事務局長に就任 

 

2009 ４月: 財団法人結核予防会顧問、外務省参与に就任 

 

2009 ５月: 新型インフルエンザ対策本部専門家諮問委員会委員長、 

厚生労働省国際参与、ＪＩＣＡ客員専門員に就任 

 
現在に至る 

 

受 賞 等： 

1998  ５月：  自治医科大学客員教授 

2000 １２月：  ベトナム名誉国民賞 

    ベトナム国民の保健衛生向上への貢献に対してベトナム政府より授与 

2001 １０月：  第３７回 小島三郎記念文化賞受賞 

    ＷＨＯ西太平洋地域からのポリオ野生株による小児麻痺の根絶 

2002  ６月：  モンゴル国立医科大学 名誉博士号 

2002 １２月：  香港医科大学（地域医療）名誉特別会員 

2004  ５月：  慶應義塾大学特選塾員 

2005  ９月：  東海大学医学部非常勤教授 

2007  ４月：  国際ワクチン研究所（International Vaccine Institute）執行理事 

2007  ４月：  野口英世アフリカ賞選考委員 

2008 １０月：  滋賀医科大学客員教授 

2008 １１月：  ラオス人民民主共和国・国民栄誉賞受賞 

     ラオス人民民主共和国国民の保健衛生向上への貢献に対して同国政府より授与 

2009  １月：  Polio Eradication Champion（小児麻痺根絶Champion）賞受賞 

    国際ロータリークラブより小児麻痺根絶への貢献に対し授与 

 

                                                             ２００９年６月現在


